
2024 12.24 Tue
13：00～15：00　　ハイブリッド開催　
参加方法：対面・・・杉本C学術情報総合センター1階文化交流室
参加方法：遠隔・・・ZOOMウェビナーより 
　　※URL・パスコードはOMUポータル及び学生ポータル（UNIPA)に掲載します

 

Episode1. AI を活用する有機半導体研究の最先端
　物質科学の発展においてAI、特に機械学習やシ

ミュレーションを用いたマテリアルズ・インフォマ

ティクス（MI）の必要性は言うまでもない。本カフェ

では、AI初心者である有機化学者が学内外（※）の協

力を得て行なった機械学習支援による有機半導体の

開発研究を紹介する。AIの発達で「人が要らなくな

る」とも思われがちだが、その途上では以前にもまし

て「人が必要」な研究現場の現状と、今後の課題を語

りたい。（※学内：分子エレクトロニックデバイス研

究所、学外：科研費「デジタル有機合成」）　　　　　

Episode2. AI を用いた古文書解読の最前線
　　　  　　  

　池田　浩
　工学研究科    教授

　近年、歴史学（西洋中世史）の分野にも、デジタル技術が

急速に浸透してきている。AIを用いて手書きの古文書を瞬

時に文字起こしする H T R（ H a n d w r i t t e n  T e x t  

Recognition）の研究開発が、史学・工学の分野をまたいで

推進されているのである。本報告では、HTRの代表的アプリ

であるTranskribusとその技術を利用したHimanisプロ

ジェクト（80000ページを超える中世フランス国王文書の

デジタル化計画）を紹介しつつ、文理融合の最先端の現場

をレポートする。

第1２回

  今年度のアカデミックカフェでは、AI関連

の基礎および応用のトピックスをシリーズ

企画としてお届けしている。前回（第11回）

は基礎編として「AIと人の知性」についての

興味深いご講演をいただいた。今回は応用

編として、有機合成化学分野でのAI活用事

例を池田先生に、歴史学分野でのAI活用事

例を向井先生にそれぞれご紹介いただき、

AIと人がいかにして協働していけるのかを

議論する。

事務局学術研究支援部研究推進課

TEL:06-6605-3466

大阪公立大学の研究者の世界

　向井  伸哉　　
　文学研究科    准教授

申込不要

AI と人の協働        テーマ　　

■プログラム

13:00　開会の挨拶

 　　　　　池田　一雄 副学長

13:05　イントロダクション

　　　　　 大塚　浩二 特任教授

13:10　講 演

　　　　　 池田　浩　 教授　　

13:50　講 演

　　　　　 向井　伸哉 准教授

14:35　座談会　

　　　　　 大塚　浩二 特任教授

　　　　　 池田　浩　 教授

　　　　　 向井　伸哉 准教授

　　

ファシリテーター

  大塚  浩二　 
 特任教授（学術URA）

 大 阪 公 立 大 学


